
導入事例 株式会社GWC

中小・ベンチャー企業こそ導入すべき！　
アースフレンズ東京ZはBizRobo!で「大企業
チームと勝負する土台ができた」

（左から）山野 勝行 氏、五十嵐 大悟 氏
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ウェブサイト

株式会社GWC

プロバスケットボールチーム
「アースフレンズ東京Z」の運営

https://eftokyo-z.jp

　2013年11月に設立した株式会社GWCは、男子プロバスケットボールチーム
「アースフレンズ東京Z」の運営法人。東京・大田区を中心に世田谷区、品川
区、目黒区などの城南エリアで活動中だ。アースフレンズ東京Zは2014〜15年
シーズンから男子プロリーグ・NBDLに参入。その後、2016年に発足した
B.LEAGUEでは「B2・中地区」に参戦している。そんなチームの運営に欠かせ
ないのが、チケット販売、スポンサー獲得、さらにはホームゲームのイベント
企画、グッズ・飲食の販売等々の仕事を担うフロントスタッフの面々。“ベン
チ ャ ー ス ピ リ ッ ト ” を 最 大 の 強 み と す る 同 社 は 、 強 い チ ー ム を 作 る た め
「BizRobo!」を導入。事務作業を効率化し、ファンサービスなどの企画を考え
るクリエイティブな業務にかける時間を創出している。

- 話を伺った方 -
代表取締役社長　山野 勝行 氏
フロント統括マネージャー　五十嵐 大悟 氏

Highlight

毎朝1時間かけていた単純作業をロボットに代替

カスタマイズの自由度と教育トレーニングの充実で
BizRobo!導入を決定

5年以内を目処にPC上の単純作業すべてのロボットへの
代替を目指す
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フロントの力を強化するために「時間捻出」が必要だった導入背景

導入事例 株式会社GWC

チームの最大の強みは「ベンチャー
スピリット」

アースフレンズ東京Zは、B.LEAGUE
（B1・B2）のクラブライセンスを持
つ全36クラブのなかで、発足からの
歴史が最も浅い。さらに特筆すべき
は、企業を母体とするクラブがひしめ
くプロスポーツの世界のなかで、“ベ
ンチャー企業”が運営母体であるこ
と。2009年に社会人向けバスケット
ボールスクールを設立し、その後のプ
ロリーグ参入までをずっと牽引してき
たチーム発起人（株式会社GWC代表

取締役社長）山野勝行氏は「そのベ
ンチャースピリットこそが、他のクラ
ブにはないアースフレンズの最大の強
み」だと話す。しかしベンチャーなら
ではの課題もある。
「クラブの順位は売上——すなわち
“フロントの力”と無関係ではありませ
ん。母体企業からの人材や資金の調
達などができないベンチャー企業が
15名程度の少数精鋭で大企業チーム
に勝ち抜くためには、社員一人ひと
りの事務的な作業を少しでも減ら
し、“時間”を捻出する必要がありまし
た」（山野氏）

BizRobo!導入でフロントが
コアワークに時間を割けるように

　　　 を
選んだ理由

ベンチャー・中小企業でも導入でき
る仕組みがあった

フロントのメンバーが試合の演出や
ファンとのコミュニケーションなど、
よりクリエイティビティと生産性が高
いコアワークに時間を割けるようにす
るためにはどうすべきか——。そんな
課題に頭を抱えていた折、山野氏は
時間捻出の手段として「BizRobo!」
を知った。2018〜19年シーズンを目
前に控えた2018年9月頃だ。
　山野氏もかねてからRPAのことは
知っていたが、大手企業が導入する

システムという印象があったという。
しかし、RPAテクノロジーズ担当者か
らBizRobo!について詳しく聞くうち
に大きな可能性を感じたと話す。
「決め手はこちらの業務状況によっ
て詳細にカスタマイズできそうだった
こと。それに加えて、RPAテクノロ
ジーズによる教育トレーニングも整っ
ており、システムの知識に長けた人間
が揃っているわけではない我々のよ
うな会社でも大丈夫だと感じたこと
です。ベンチャー企業や中小企業でも
十分に導入できる仕組みが構築され
ていました」（山野氏）

山野氏
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対象業務は“毎日”のチケット売上の集計管理対象業務

最大1時間の単純作業が「ほんの数分間」に導入効果

以前は1回あたり最大1時間を費やし
ていた

　試験運用の対象業務としたのは、
チケット売上の集計管理業務。それま
では、同社フロント統括マネージャー
である五十嵐大悟氏が、毎朝8時まで
に手作業で作成していた仕事だ。

アースフレンズ東京Zのチケットは
個人へ向けたインターネット（B.LEAGUE
公式サイト）と試合会場での販売の

他、地域の教育機関や団体への働き
かけによって販売している。そし
て、地域の関係者にリーチをかけた
GWCの営業担当者・地域担当者がそ
の日の販売実績をそれぞれにデータに
して提出し、翌朝五十嵐氏がまとめ
て集計する。販売チャネルが細かく枝
分かれするうえ、データ内では地域の
幼稚園、小・中学校、高校、大学、
地域団体、行政関係者、企業関係者
等々のカテゴリ分類を示さなければな

らない。月に複数試合あれば開催日
ごとにデータを作成する必要もあり、
「作業自体は単純ながらも、その構
築において複雑化を極めていた」と
いう。「1回あたりの作業時間は毎回
40分〜1時間ほど。その時間以上に、
単純作業の繰り返しだったので、多
少ならずともストレスが溜まる作業で
した」（五十嵐氏）

5年以内にすべての雑務の自動化を目指す

　試験的にBizRobo!を運用したとこ
ろ、五十嵐氏の毎朝の作業時間は劇
的に短縮された。
「毎朝出社してスタートボタンを押
せば、BizRobo!がすべてのデータを
集計し、保存までしてくれます。1回
あたりの作業時間はほんの数分間。

実質的な作業はほとんどなくなり、
自分は社長に報告するだけ、という
感覚です」（五十嵐氏）
　リーグ戦1シーズンの運用で一定の
成 果 が 上 が っ た こ と か ら 、 今 後
BizRobo!の適用範囲を拡大させてい
く予定。目下、対象業務を選定して
いるところだという。
「我々の仕事は、例えば『横にある

データを右側にコピペする』といっ
た“雑務”が非常に多いんです。そうし
た雑務はすべて5年以内に自動化した
い、というのが私たちの基本方針。
BizRobo!に任せれば任せるほど人的
コストを押さえられることは明らか
であり、BizRobo!の導入にかかった
費用コストも十分にペイできるもの
だと認識しています」（五十嵐氏）
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BizRobo!導入による効率化で、
大企業チームと勝負する土台ができた

今後に
ついて

中小・ベンチャー企業ほどBizRobo!による効果は大きい現場の声

城南エリアから、東京を代表するチームへ

　山野氏は、BizRobo!本格導入後の
ビジョンについて次のように話す。
「選手には最大限試合に注力しても
らい、ファンに試合を最大限に楽しん
でもらう。そのために我々フロントが
存在します。だからこそ、できるだ
け作業は効率化し、試合演出やイベン
ト、ファンサービスの企画を考えるこ

とに時間を使いたいのが本心です。
多くの業務効率化のシステムは導入に
大きなコストがかかり、専門的な知識
も必要ですが、BizRobo!であれば
我々のようなベンチャー企業でも使っ
ていけます。非常に画期的なことで
あり、大企業チームのフロントと勝負
する土台ができたと実感していま
す」（山野氏）
　チーム名である“アースフレンズ”に

は「スポーツで地球をひとつなぎに
し、グローバルなコミュニティを作り
たい」との思いが込められている。
「ゆくゆくは東京を代表するクラブ
チームにし、世界に羽ばたく選手も輩
出したい。その第一歩として、目下
の目標は23区にその名を轟かせるこ
と。今後もBizRobo!を活用して環境
を整え、フロントの力を思う存分発揮
したいです」（山野氏）

まずは触れてみてPC上の単純作業を
ロボットに任せられることを知る

　BizRobo!導入プロジェクトを牽引し
てきた五十嵐氏は「ベンチャー企業
ほどBizRobo!活用が浸透しやすく、
変化が速い」と言う。「弊社では、
日頃から代表の山野が『とにかく事
務作業はどんどん減らし、クリエイ
ティブな仕事に注力せよ！』と伝え
ていたことが、BizRobo!導入の駆動
力になりました。ベンチャー企業と
して新しい物事への適応も速いのだ
と思います。そのため、特に抵抗な
く導入できました」（五十嵐氏）

　さらに五十嵐氏は、人的資源が限
られている中小・ベンチャー企業こ
そ効率化にBizRobo!を導入すべきだ
とも話す。「単純作業はロボットに
任せ、社員は“攻めの人員”として使っ
た方が、イノベーションや売り上げ
につながります。社員一人が単純作
業から解放されることによる効果
は、中小企業ほど大きい。効率化を
目指すなら、まずは少しでいいので
BizRobo!をはじめとするRPAに触れ
てみて、PCで行う単純作業のほぼす
べてがロボットに代替できると知る
ことが重要ではないでしょうか」
（五十嵐氏）

五十嵐氏
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


